
物  質  名 フタル酸ジ-n-オクチル ＤＢ－47 

別  名 

フタル酸ジオクチル 
フタル酸ノルマルジオクチル 
オクチルフタレート 
ジオクチルフタレート  
ビス(n-オクチル)フタレート 
ＤＮＯＰ 

CAS 番号 117-84-0 
PRTR 番号 第 1 種 269 
化審法番号 3-1307 

構 造 式 

 

分子式 C24H38O4 分子量 390.56 
沸点 220℃（4 mmHg）1)  融点 －25℃ 1) 
蒸気圧 2.6×10-6 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 15.98 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 8.10（測定値） 3) 水溶性 3 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 6,513 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 47,000 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、2,000 mg/kg/day を 3、10、21 日間経口投与して甲状腺を調べた結果、各投与期

間終了時の血清中のサイロキシン（T4）濃度が対照群の濃度の 47％、59％、76％に減少し、

甲状腺の超微細構造変化としてリソゾームの数と大きさの増加、ゴルジ体の拡大、ミトコン

ドリアの傷害がみられた 6) 。 
・ラットに 0、1,000 mg/kg/day を 14 日間強制経口投与した結果、1,000 mg/kg/day 群で肝臓相対

重量の有意な増加を認め、7-ethoxycoumarin O-deethylase 活性の低下がみられた 7) 。 
・ラットに 0、0.0005、0.005、0.05、0.5％の濃度で餌に添加して 13 週間投与した結果、0.5％群

で ethoxyresorufin-O-deethylase 活性の有意な上昇、甲状腺濾胞の縮小及びコロイド濃度の低

下、肝臓の内皮細胞核の突出や核大小不同等、肝細胞空胞化等がみられた。この結果から、

NOAEL は 0.05％（雄 36.8 mg/kg/day、雌 40.8mg/kg/day）であった 8) 。 
・ラットに 0、2％の濃度で餌に添加して 3、10、21 日間投与して肝臓を調べた試験で、3 日間

投与した群の雄で肝臓の蒼白及び脂肪性、肝小葉中心性肝細胞のグリコーゲン消失、滑面小

胞体の増多及び拡張、胆細管の微絨毛の短縮がみられ、10、21 日間投与した群では肝小葉中

心性肝細胞でより重度のグリコーゲン消失、脂肪の蓄積及び壊死がみられ、シアン不感性パ

ルミトイル CoA 酸化酵素、ペルオキシソームカタラーゼ、5'-ヌクレオチダーゼ、コハク酸デ

ヒドロゲナーゼ及びグルコース 6-フォスファターゼの活性に有意な低下を認めた 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、1,800、3,600、7,500 mg/kg/day を交配前 1 週間及び交配期間 14 週間を通して混

餌投与した二世代試験の結果、親では F1 世代の 7,500 mg/kg/day 群で肝臓の絶対及び相対重量

の増加及び精嚢相対重量の減少がみられたが、胎仔では 1,800 mg/kg/day 以上の群で影響はみ

られなかった 10) 。この結果から、NOAEL は 3,600 mg/kg/day であった。 
・マウスに 0、9,780 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 13 日目まで強制経口投与した結果、9,780 



mg/kg/day 群の母マウスでは体重に影響はみられなかったが、仔では出生仔数の減少及び出生

後 0 日目から 3 日目までの低体重に有意差を認めた 11) 。 
・ラットに 0、130、650、945、1,300 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与し

た結果、母ラットでは 650 mg/kg/day 以上の群で神経系への影響とそれに伴う死亡がみられた

が、胎仔で影響はみられなかった 12)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質を含むフタル酸塩類の暴露を受けた労働者で、眼、上気道の刺激 13) 、神経系や生殖へ

の影響がみられたとの報告がある 14, 15, 16) 。 
・フタル酸ジオクチル（異性体の詳細不明）を皮膚塗布したボランティアで、皮膚の刺激及び

感作を生じたとの報告がある 17, 18) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 36.8 mg/kg/day（甲状

腺濾胞の縮小、肝臓内皮細胞核の異常など）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した

3.7 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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